
第第4141号号
2020.72020.7

東海村

目  次目  次
６月定例会

…………

……………
……………………

………………………
…………

P ２

P ２

P ３

P ４～11

P12

児童生徒１人１台タブレット端末整備
新型コロナウイルス感染症関連
　村独自策を含む補正予算を可決
賛否の分かれた議案、討論
村政を問う！ 〔一般質問〕

９月定例会日程（予定）／議会の豆知識
村立東海病院



可決

児童生徒１人１台タブレット端末整備
GIGAスクール構想　加速

令和２年第２回定例会（６月議会）は、６月１日に開会し、18
日までの会期で開催しました。
一般質問は、９日から11日までの３日間で13人の議員が主に「新

型コロナウイルス感染症」への拡大防止や支援の在り方などについ
て行いました。12 日の予算決算委員会では、一般会計の補正予算
を審査しました。
18 日の議案審議では、空家等対策の推進に関する条例制定や新

型コロナウイルス感染症対策及び GIGA スクール構想に係る学校
ICT 環境整備に伴う一般会計の補正予算など、村長提出の議案 21
件全てを可決・同意しました。

「GIGAスクール構想」が国の補正予算に盛り
込まれたことに関連し、村は小・中学校の全て
の児童・生徒にタブレット端末１人１台を本年
度中に整備するため、６月議会で補正予算を計
上し、議会は全会一致で可決しました。
令和３年度までにタブレット端末を整備する

予定でしたが、国の整備支援を元に前倒しして
10月から利用できるように配備します。
新型コロナが再び感染拡大に向かい、休校と

なる状況も見据え、早急な整備が必要と判断し
ました。また、自宅へのタブレット持ち帰りを
進めたい考えで、併せて各家庭でのオンライン
学習を可能とするネットワークも整備します。

去る５月14日の臨時会では、国民一人あたり
一律 10 万円を給付する国の特別定額給付金や新
型コロナウイルス感染症対策として、村独自の支
援策を含む一般会計の補正予算など、専決処分
の承認及び村長提出の議案 12 件について慎重審
議の結果、全てを可決しました。また、村に対し
事業者や団体から不織布マスク約１万枚の寄付が
あったことの報告を受けました。

新型コロナウイルス感染症対策の新規事業に係
る補正予算が計上され、売り上げが減少する商工業
者対策、子育て世帯への支援が盛り込まれました。
同感染症により飲食店等の売り上げの減少、解雇や
雇い止め、休校に伴う家計への負担増大など村民
生活は待ったなしの状況です。臨時会において可決
した補正予算が、いち早く村民の生活支援、経済対
策につながるよう引き続き注視していきます。

６月議会
あらまし

※全議案の議決結果はホーム
ページでご覧いただけます。

QRコード

新型コロナウイルス感染症関連5月14日
臨時会

▲ ICT を活用した授業のようす

村独自策を含む補正予算を可決

児童生徒１人１台端末、および高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、
公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で持続的に実現させる構想
GIGA は Global and Innovation Gateway for All の略

GIGAスクール構想…

情報通信技術 (Information and Communication Technology) の略ICT…

６

月

定

例

会
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各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議員名

議案等名

新政とうかい みすずの会 公明党

結果
鈴
木　
　

曻

飛
田　

静
幸

舛
井　

文
夫

大
内　

則
夫

越
智　

辰
哉

河
野　

健
一

武
部　

愼
一

吉
田　

充
宏

寺
門　

定
範

笹
嶋　

士
郎

三
上　
　

修

江
田　

五
六

恵
利　

い
つ

阿
部　

功
志

岡
崎　
　

悟

植
木　

伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　

孝

議案第47号 ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

議案第51号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第１号 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ 否決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

議案第47号
令和２年度東海村一般会計補正予算（第４号）

新型コロナウイルス感染症対策及びGIGAスクール構想に係る学校 ICT環境整備等の実施
に伴い、必要な予算措置をするもの

議案第51号
工事請負契約の締結について（第 02－21－102－K－001 号　石橋向荒谷台線交差点改良舗装工事）

石橋向荒谷台線交差点改良舗装工事に伴い請負契約締結をするもの

発議第１号
東海村議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

令和 2年 7月から令和 3年 3月分までの議員報酬を月額 20,000 円減額するもの

討
論
と
は
…

自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は

反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意

見
に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め
て
い
な
い

議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

行
う
も
の
で
す
。 討

論

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
議
員
と
し
て
も
支
援
を
と
報

酬
の
返
納
を
考
え
た
。
政
務
活
動
費
を
返
す
話
も

き
た
が
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
で
使
え
ず
に
余
れ
ば
、

３
月
に
返
金
す
る
。
報
酬
は
議
員
の
身
分
へ
の
対

価
で
、
身
を
切
る
返
納
と
し
て
は
報
酬
の
方
が
ふ

さ
わ
し
い
。

大
名  

美
恵
子 

議
員

　

議
会
と
し
て
、
早
急
に
す
べ
き
こ
と
は
、
支
援
策

の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

今
般
の
提
案
は
改
正
案
の
み
で
肝
心
な
予
算
措
置
が

さ
れ
て
お
ら
ず
、
村
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
提

案
で
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
反
対
す
る
。

反
対

発
議
第
１
号　

東
海
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
47
号　

令
和
２
年
度
東
海
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

国
と
本
村
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
の
予
算
に

つ
い
て
は
反
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極

的
に
賛
成
す
る
。
し
か
し
国
に
よ
る
国
民
監
視
と
情

報
漏
え
い
の
懸
念
が
大
き
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
に

係
る
費
用
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

政
務
活
動
費
の
半
額
を
自
主
返
還
し
、
コ
ロ
ナ
禍

対
策
の
財
源
に
充
て
た
。
次
に
、
常
任
委
員
会
活
動

費
等
の
返
還
を
進
め
る
こ
と
で
、
条
例
改
正
を
伴
わ

ず
、
ま
と
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
対
策
費
が
確
保
で
き
、

さ
ら
に
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
の
中
で
、
村
民
が
経

済
的
に
も
痛
み
を
伴
っ
て
い
る
時
に
、
議
会
人
も
共

に
す
る
の
が
自
治
体
経
営
に
携
わ
る
者
の
責
務
で
あ

る
。
村
民
か
ら
そ
の
責
務
を
負
託
さ
れ
て
い
る
者
と

し
て
報
酬
の
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恐
怖
と
経
済
的
負
担
を
感
じ
な

が
ら
生
活
す
る
村
民
の
た
め
、
議
員
報
酬
の
一
部
を

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
議
会
・
行
政
・
村

民
互
い
の
協
力
と
連
帯
の
も
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
一
歩
と
し
た
い
。

賛
成

村
上 

　
孝 

議
員

賛
成

江
田 

五
六 

議
員

み
す
ず
の
会

反
対

吉
田 

充
宏 

議
員

新
政
と
う
か
い

賛
成

み
す
ず
の
会

阿
部 

功
志 

議
員

反
対

岡
崎 

　
悟 

議
員

公
明
党
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村政を問う！村政を問う！ 一般質問

大名　美恵子　議員　P.5

１　生活指導員の増員で学校教育の更なる充実を
２　感染症対策と授業の両立をどう図るか
３　新安全協定に基づく６市村の取組
４　感染症対策を盛り込んで「地域防災計画」・「広
域避難計画」及び「避難所のあり方」の見直しを

恵利　いつ　議員　P.5

１　新型コロナウイルス流行後の原電の在り方は
２　新型コロナウイルス対策のこれまでとこれから
３　区画整理事業、対象地区住民に丁寧な説明を

岡崎　悟　議員　P.6

１　新しい生活様式の取組について
２　学校での新しい生活様式の取組
３　マスク着用時の熱中症対策
４　東海文化センターの活用
５　飲食店への高機能換気設備の助成

武部　愼一　議員　P.6

１　新型コロナウイルス禍における社会距離／身体
距離の確保

２　教育システムへの ICT の導入
３　教育システムのハードとソフト面の整備状況
４　新型コロナウイルスに関する差別や誹謗中傷、
いじめ等の対策

植木　伸寿　議員　P.7

１　新型コロナウイルス対策関連支援について
２　オンライン化への取組について
３　今後の基幹避難所運営のための取組は

笹嶋　士郎　議員　P.7

１　新型コロナウイルス経済支援
２　今後の職員採用・組織計画
３　村内業者への支援

阿部　功志　議員　P.8

１　新型コロナウイルス対策、とくに支援体制は
２　コロナ後の東海第二原発再稼働の問題点は
３　コロナによる原電の工事への影響と村の対応は
４　小中学校の現状と授業対策などは
５　コロナ対応で広域避難計画の根本的見直しは

吉田　充宏　議員　P.8

１　避難計画及び避難所の運営
２　地域経済の活性化
３　女性が生き生きと働くことができる環境づくり
４　都市基盤の整備

江田　五六　議員　P.9

１　コロナ新時代の行政のあり方とは
２　働く人の雇い止め・解雇への対策
３　村民が感染・発病しない対策は
４　アフターコロナの農業政策・環境政策とは

寺門　定範　議員　P.9

１　小中学校、幼稚園の再開後のコロナ感染対策など
２　東海病院のコロナ感染対策
３　多面的機能支援事業の進捗

舛井　文夫　議員　P.10

１　第６次総合計画について
２　都市計画マスタープランについて
３　健康長寿について
４　租税債権の確保
５　生活保護について

村上　孝　議員　P.10

１　久慈川流域の治水対策と対応
２　原電の防潮堤に係わる津波対策
３　原子力政策について
４　新型コロナ禍による教育現場の影響

越智　辰哉　議員　P.11

１　新型コロナ対応の取組
２　行政情報のランク付けと住民広報のあり方
３　新型コロナ対応に関する財源確保
４　休校措置に伴う教育現場への影響対応

※青字の質問を掲載。
※ホームページでもご覧いただけます。

東海村議会 検索

　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな施策の
提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

一

般

質

問
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村政を問う！村政を問う！ 一般質問

最新の防災無線機
緊急時には、さまざまな方法で情報発信を

問　

学
校
再
開
に
あ
た
り

学
校
教
育
と
し
て
重
視
す

る
点
は
何
か
。

答　

ま
ず
は
、
基
本
的
な

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

衛
生
管
理
に
努
め
な
が
ら
、

児
童
生
徒
が
安
心
・
安
全

に
過
ご
せ
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
重
視
す
る
。
学

習
面
で
は
、
休
業
中
の
学

習
課
題
や
生
活
状
況
を
把

握
し
つ
つ
、
４
月
・
５
月

分
の
学
習
内
容
を
復
習
す

る
時
間
を
設
け
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
同
じ
土

俵
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
。

　

夏
休
み
期
間
の
短
縮
等

で
授
業
時
数
の
確
保
に
も

努
め
る
。
し
ば
ら
く
は
従

来
ど
お
り
の
授
業
形
態
と

は
い
か
な
い
が
、
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
授
業

展
開
の
工
夫
な
ど
で
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習

内
容
の
定
着
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

　

心
の
ケ
ア
で
は
、
約
３

か
月
間
休
校
と
い
う
非
常

事
態
に
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
何
か
し
ら
の
不
安
を

抱
え
て
い
る
は
ず
。
子
ど

も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
、
担
任
の
他
、
養

護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
生
活
指
導
員

な
ど
が
連
携
し
全
職
員
体

制
で
心
と
体
の
健
康
管
理

に
も
努
め
る
。

大
おお

名
な

　美
み

恵
え

子
こ

　議員

問 感染症対策と授業の
両立のために

答 担任を始め全職員体制で取り組む

照沼小３年生の給食のようす

問　

コ
ロ
ナ
禍
は
れ
っ
き

と
し
た
災
害
で
あ
る
。
感

染
状
況
は
刻
々
と
変
わ
り
、

住
民
は
村
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
求
め
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
住
民

や
、
目
の
不
自
由
な
方
な

ど
声
の
情
報
を
求
め
る
人

が
い
る
。
な
ぜ
、
防
災
無

線
を
使
わ
な
い
の
か
。

答　

防
災
無
線
は
、
村
内

で
感
染
者
が
発
生
す
る
な

ど
、
緊
急
か
つ
重
要
な
場

合
に
の
み
利
用
す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
問
題
に
関
し

て
、
役
場
の
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
住
民
は

迷
う
。
相
談
し
や
す
い
コ

ロ
ナ
問
題
専
用
窓
口
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

相
談
窓
口
一
本
化
の

みすずの会

恵
え

利
り

　いつ　議員

問 コロナ対策が見えないと
不安の声

答 広報紙や村公式 H
ホームページ

P でお知らせ

準
備
を
進
め
て
い
た
が
、

現
時
点
で
は
各
担
当
課
で

十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
。

今
後
、
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

全
て
の
公
共
施
設
が

閉
鎖
さ
れ
、
住
民
活
動
が

で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
。

答　

感
染
拡
大
防
止
を
図

る
た
め
全
て
閉
鎖
し
た
。

地
域
住
民
活
動
に
制
限
が

か
か
っ
た
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
今
回
の
経
験
や

今
後
得
ら
れ
る
知
見
を
生

か
し
住
民
活
動
に
関
す
る

指
針
な
ど
を
作
成
す
る
。

問　

誰
一
人
孤
立
し
な
い

見
守
り
の
在
り
方
は
。

答　

検
討
課
題
で
あ
る
。
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問　

新
し
い
生
活
様
式
が
、

感
染
拡
大
後
の
日
常
生
活

を
取
り
戻
す
た
め
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン

が
な
い
中
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
再
流
行
を

抑
え
込
む
た
め
に
は
、
日

常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
の
感
染
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
国
の
専
門
家

会
議
で
は
「
当
た
り
前
の

こ
と
が
感
染
防
御
に
か
な

り
役
立
つ
」
と
し
、
今
後

の
対
策
と
し
て
感

染
拡
大
が
加
速
す

る
場
の
回
避
と
、

新
し
い
生
活
様
式

の
徹
底
を
挙
げ
た
。

村
は
こ
の
取
組
を

ど
う
周
知
す
る
の

か
。

公明党

岡
おか

崎
ざき

　悟
さとる

　議員

問　

文
部
科
学
省
が
進
め

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
学
校
が
臨
時
休
校

に
な
り
、
働
き
方
改
革
と

し
て
進
め
て
き
た
テ
レ
ワ 

ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

な
ど
の
必
要
性
が
改
め
て

認
識
さ
れ
た
。
現
状
で
は
、

学
校
や
家
庭
の
情
報

環
境
は
満
足
が
い
く

状
況
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
村
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
保
障
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
を
伺
う
。

答　

本
村
で
は
、
情

報
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
家
庭
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
貸 新政とうかい

武
たけ

部
べ

　愼
しん

一
いち

　議員

問 学校教育の
情報環境整備について

答 情報機器を使いこなす力が必要

問 新しい生活様式の周知を求める

答 イラストで分かりやすく広報する

生徒がＩＣＴを活用して発表するイメージ図
（文部科学省ＨＰより抜粋）

新しい生活様式を取り入れましょう

答　

感
染
拡
大
予
防
の
た

め
「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
住
民
の
日
常
生
活
に
定

着
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
活
用
し
、
広
く

伝
え
て
い
る
。

問　

村
HP
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
記
事
は
、
十
分
で
は

な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
広
報
す
る
際

は
、
見
る
側
の
住
民
の
こ

と
を
考
え
て
、
イ
ラ
ス
ト

等
を
活
用
し
周
知
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

答　

６
月
10
日
号
の
広
報

と
う
か
い
で
掲
載
す
る
記

事
は
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い

て
理
解
し
や
す
い
も
の
と

し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
、
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
い
。

出
し
、
登
校
日
に
パ
ソ
コ

ン
室
で
動
画
を
視
聴
し
て

も
ら
う
な
ど
対
応
を
行
い
、 

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
家
庭

と
同
様
に
学
び
の
場
を
提 

供
し
て
き
た
。
10
年
後
、

20
年
後
の
社
会
を
想
像
し

た
と
き
、
人
工
知
能
が
発

達
し
、
超
情
報
化
社
会
を

迎
え
る
。
す
る
と
否
応
な

し
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
道

具
と
し
て
使
い
こ
な
す
力

を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

先
生
も
生
徒
も
ツ
ー
ル
と

し
て
当
た
り
前
に
使
い
こ

な
す
情
報
環
境
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
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問　

基
幹
避
難
所
と
な
る

コ
ミ
セ
ン
に
対
す
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
は
ど
う
か
。

答　

感
染
症
の
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
人
と
人
と

の
距
離
を
確
保
し
、
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

の
回
避
に
配
慮
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
。
村
で
は
、
過
去
の
災

害
特
性
の
ほ
か
地
域
性
・

状
況
等
を
踏
ま
え
、
感
染

症
対
策
に
留
意
し
た
避
難

所
運
営
要
領
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
速
や
か

な
立
案
に
よ
り
、
避
難
者

の
受
け
入
れ
フ
ロ
ー
や
レ

イ
ア
ウ
ト
、
発
熱
・
咳
等

の
症
状
が
見
ら
れ
る
方
の

ゾ
ー
ン
・
動
線
の
区
分
な

公明党

植
うえ

木
き

　伸
しん

寿
じ

　議員

問 避難所のコロナ対策は

答 感染症対策の運営要領を作成する

３密回避への取り組みが進む石神コミセン

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
村
内

で
も
解
雇
者
や
飲
食
店
を

中
心
に
収
入
が
大
幅
に
減

少
し
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
。
村
は
５
月
臨
時
会

に
お
い
て
、
村
民
へ
の
支

援
に
向
け
、
水
道
料
金
の

免
除
や
店
舗
等
賃
料
・
光

熱
水
費
補
助
な
ど
の
独
自

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
な
る
村
民
へ
の
支
援

と
し
て
、
建
設
産
業
委
員

会
が
調
査
報
告
し
た
よ
う

に
、
経
済
支
援
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

４
月
に
実
施
し
た
村

内
事
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
、
商
工
会
及

び
観
光
協
会
か
ら
の
要
望

書
を
踏
ま
え
、
臨
時
会
に

独
自
支
援
を
計
上
し
た
。

今
後
も
独
自
事
業
を
含
め

た
補
正
予
算
を
執
行
し
て

い
く
。

問　

建
設
産
業
委
員
会
の

調
査
報
告
は
、
議
会
の
思

い
で
あ
り
大
変
重
い
。
村

民
の
経
済
危
機
に
対
す
る

支
援
は
、
何
か
問
題
が
あ

る
の
か
。
60
億
円
を
超
え

る
財
政
調
整
基
金
は
使
え

な
い
の
か
。

答　

当
初
、
検
討
段
階
で

は
、
他
自
治
体
と
同
様
に

給
付
金
も
考
え
た
。
交
通

事
業
者
へ
の
固
定
費
支
援

策
な
ど
、
村
内
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
新
た
な
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

新政とうかい

笹
ささ

嶋
じま

　士
し

郎
ろう

　議員

問 失業者や中小事業者に
経済支援を

答 状況確認し、新たな支援策を検討

美味しいお料理をお持ち帰りしよう

ど
を
明
確
化
し
、
円
滑
な

避
難
所
運
営
に
結
び
付
け

た
い
と
考
え
る
。

問　

必
要
な
備
品
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答　

対
策
に
有
効
な
備
品

と
し
て
、
不
織
布
マ
ス
ク

や
手
指
消
毒
剤
、
非
接
触

式
電
子
温
度
計
、
段
ボ
ー

ル
製
間
仕
切
り
や
ナ
イ
ロ

ン
製
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等

は
一
定
数
の
備
蓄
が
あ
る
。

し
か
し
、
避
難
者
同
士
の

社
会
的
距
離
や
、
発
熱
・

咳
等
の
症
状
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
必
要
な
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め

に
、
速
や
か
な
備
品
の
補

充
を
計
画
し
て
い
る
。
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問　

第
２
波
が
来
る
前
に

行
政
と
し
て
整
え
て
お
く

べ
き
こ
と
は
。

答　

第
２
波
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
重
要
。
マ
ス
ク
着
用
、

人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

３
密
の
回
避
、
手
洗
い
の

徹
底
な
ど
を
継
続
し
て
い

く
。
ま
た
、
感
染
者
や
親

族
、
病
院
関
係
者
等
に
差

別
や
い
じ
め
の
な
い
よ
う
、

注
意
喚
起
に
努
め
る
。

問　

避
難
所
運
営
は
、
感

染
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

感
染
者
と
一
般
の
避
難
者

を
分
け
、
３
密
回
避
を
考

え
る
こ
と
。
早
急
に
避
難

所
の
運
営
要
領
を
作
成
・

実
践
し
て
運
営
要
領
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
り
、
い

つ
頃
に
訓
練
を
実
施
す
る

の
か
。
ま
た
自
主
防
災
組

織
に
避
難
所
運
営
訓
練
を

指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答　

昨
年
の
台
風
15
号
、

19
号
の
検
証
を
踏
ま
え
た

国
の
防
災
基
本
計
画
の
修

正
が
５
月
29
日
に
終
了
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
村
地

域
防
災
計
画
の
修
正
の
ほ

か
、
夏
頃
ま
で
に
は
避
難

所
運
営
要
領
の
作
成
を
終

問　

整
え
る
の
は
、

検
査
体
制
、
困
窮

世
帯
支
援
策
、
集

団
感
染
対
策
な
ど

で
は
。
東
海
病
院

や
３
密
に
な
り
や

す
い
老
人
ホ
ー
ム

みすずの会

阿
あ

部
べ

　功
こう

志
し

　議員

新政とうかい

吉
よし

田
だ

　充
みち

宏
ひろ

　議員

問 新型コロナ第２波への
村の備えは

問 コロナ対策を施した避難所運営

答 「新しい生活様式」を取り入れる

答 早急に運営要領を作成し訓練実施

６月２日にようやく届いた
「アベノマスク」

な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
・

介
護
施
設
の
感
染
防
止
対

策
は
。

答　

東
海
病
院
で
は
５
月

７
日
か
ら
29
日
ま
で
患
者

用
駐
車
場
に
設
置
の
プ
レ

ハ
ブ
で
発
熱
者
等
の
診
察 

を
し
た
。
17
日
間
で
１
４ 

６
名
（
内
科
１
０
６
名
、

小
児
科
40
名
）
が
受
診
。

社
会
福
祉
施
設
・
介
護
施

設
等
に
は
厚
労
省
か
ら
の

通
知
の
周
知
を
図
り
、
適

切
な
対
応
を
促
し
て
い
る
。

問　
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
の

有
効
利
用
に
回
収
箱
を
設

置
し
て
は
。

答　

役
場
や
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
絆
」
に
マ
ス
ク

受
け
入
れ
箱
が
あ
る
が
、

第
２
波
に
備
え
て
布
製
マ

ス
ク
も
活
用
を
。

え
、
検
証
を
進
め
る
。
自

主
防
災
組
織
へ
の
要
領
説

明
や
実
践
を
取
り
入
れ
な

が
ら
理
解
促
進
を
図
る
。

問　

住
民
は
災
害
状
況
が

分
か
ら
な
い
。
ま
ず
は
、

ケ
ー
ブ
ル
TV
を
備
え
る
べ

き
。
ま
た
、
要
支
援
者
や

要
配
慮
者
に
行
政
の
依
頼 

・
指
示
事
項
が
分
か
り
、

安
否
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
Wi

－

Fi
を
普
及
す
べ
き
。

答　

有
効
な
も
の
と
思
料

す
る
が
、
経
費
の
ほ
か
停

電
時
の
対
応
が
懸
念
さ
れ

る
。
新
た
に
ヤ
フ
ー
㈱
と

災
害
に
係
る
情
報
発
信
等

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。

今後の避難所運営は「３密」対策が必要
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問　

コ
ロ
ナ
問
題
を
契
機

に
、
不
要
不
急
事
業
に
つ

い
て
大
胆
な
洗
い
出
し
が

必
要
で
あ
る
。
事
業
見
直

し
で
捻
出
し
た
予
算
で
、

商
店
・
飲
食
業
等
の
事
業

主
へ
支
援
す
る
こ
と
に
つ

い
て
村
の
考
え
は
。
今
後
、

村
民
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
対
応
し
た
「
自
分
ら
し

い
新
た
な
生
活
様
式
」
へ

移
行
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答　

事
業
の
不
用
額
調
査

や
事
務
経
費
の
一
部
は
執

行
留
保
す
る
な
ど
、
適
切

な
予
算
調
整
を
し
て
い
る
。

ま
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
も
配
慮
し
た
事
業
展
開

に
努
め
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
臨
時
休
校
、

休
園
が
終
わ
り
、
再
開
後

の
感
染
予
防
策
、
熱
中
症

対
策
等
を
伺
う
。

答　

登
校
前
の
体
温
測
定
、

登
校
の
際
の
手
洗
い
の
実

施
や
マ
ス
ク
の
着
用
を
依

頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
校

舎
内
で
は
、
教
室
等
の
適

切
な
換
気
の
実
施
や
児
童

生
徒
が
触
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
所
の
消
毒
を
実
施
し

て
い
る
。

　

教
職
員
の
目
が
届
か
な

い
所
で
「
３
密
」
の
状
態

に
な
り
や
す
い
授
業
間
の

休
み
時
間
や
登
下
校
時
等

は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
沿
い
、
出
来
る
限
り

新政とうかい

寺
てら

門
かど

　定
さだ

範
のり

　議員

問 不要事業を洗い出し
早急な対策を

問 学校等の再開後の対策は

答 支援策を講じ、事業展開する

答 換気や消毒、３密を避ける工夫等

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

農
業
政
策
と
は

答　

国
の
動
向
を
注
視
し

連
携
す
る　

　
　
　
　

問　

近
未
来
に
は
、
食
卓

か
ら
野
菜
が
消
え
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ 

ッ
ク
に
備
え
た
食
糧
確
保

へ
の
対
応
策
は
。
国
・
県

任
せ
に
せ
ず
村
独
自
の
対

応
策
が
あ
る
は
ず
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

各
国
の
移
動
規
制
や
物
流

の
混
乱
が
出
て
お
り
、
国

内
産
農
産
物
が
見
直
さ
れ

て
い
る
。
食
糧
確
保
策
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
近

隣
自
治
体
と
情
報
共
有
・

連
携
し
て
い
く
。

「
３
密
」
を
避
け
る
よ
う

工
夫
す
る
。
学
校
医
や
学

校
薬
剤
師
及
び
産
業
医
の

専
門
家
と
連
携
し
て
対
策

を
進
め
る
。

　

熱
中
症
対
策
は
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
体
調
確

認
等
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
実
施
す
る
。

問　

消
毒
や
清
掃
な
ど
従

来
に
は
な
い
仕
事
が
増
え

て
い
る
。
学
校
現
場
へ
の

新
た
な
ス
タ
ッ
フ
の
増
員

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

児
童
生
徒
が
触
る
場

所
は
多
数
あ
る
。
消
毒
は
、

教
職
員
に
と
っ
て
負
担
感

は
あ
る
が
、
養
護
教
諭
を

中
心
に
、
教
職
員
間
で
協

力
し
合
う
。

パーテーションを外し、２つの教室を
ひとつにした教室（石神小５年生）

これからは地域で自給自足が必要

みすずの会

江
え

田
だ

　五
いつ

六
む

　議員

一

般

質

問

9 議会だより 2020.７ 第 41 号



問　

第
６
次
総
合
計
画
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
と
い
う

新
た
な
理
念
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
「
真
に
村
民
が
主

体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
の
関
連

性
と
具
体
的
な
施
策
は
。

答　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に 

『「
輝
く
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ

つ
な
が
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

～
共
に
生
き　

共
に
育
つ　

し
な
や
か
で
活
力
あ
る
ま

ち
～
』
を
掲
げ
た
。
「
人

づ
く
り
」
を
計

画
の
核
と
し
、

分
野
横
断
的
な

つ
な
が
り
を
重

視
し
、
施
策
ご 

と
の
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。

新政とうかい

舛
ます

井
い

　文
ふみ

夫
お

　議員

問 まちづくりの具体的施策は

答 人づくりのための基盤整備を行う

持続可能なまちづくりを
のぞむ

具
体
的
施
策
は
実
施
計
画

に
位
置
付
け
、
人
づ
く
り

に
関
す
る
施
策
や
基
盤
整

備
等
を
行
う
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
村
内

の
人
づ
く
り
の
取
組
や
地

域
に
お
け
る
活
動
に
影
響

が
出
て
い
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

東
海
村
の
素
晴
ら
し

い
点
は
ふ
れ
あ
い
と
支
え

合
い
。
人
が
集
ま
れ
る
機

会
、
ふ
れ
合
え
る
機
会
を

何
と
か
つ
く
ら
な
い
と
、

ま
す
ま
す
地
域
は
疲
弊
し

て
し
ま
う
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
主
体
的
な
活
動
を
、

村
と
し
て
応
援
し
て
い
く
。

ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ

か
り
と
講
じ
た
上
で
、
村

が
率
先
し
て
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
を
行
っ
て
い
く
。

問　

原
電
は
津
波
対
策
と

し
て
発
電
所
の
周
辺
を
高

さ
20
ｍ
、
全
長
約
1.7
㎞
の

防
潮
堤
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
の
想
定
津
波
に
よ
る
本

村
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
村
へ
の
津
波
の
影

響
に
関
し
て
は
、
茨
城
県

が
検
討
、
公
表
し
た
茨
城

沿
岸
津
波
浸
水
想
定
に
お

い
て
、
津
波
水
位
が
4.3
ｍ 

～
10
．９
ｍ
、
津
波
最
大

遡
上
高
は
12
．３
ｍ
と
さ

れ
、
河
川
沿
い
や
低
地
部

の
津
波
浸
水
測
範
囲
を
想

定
し
て
い
る
。
過
去
の
実

態
に
応
じ
た
Ｌ
２
レ
ベ
ル

の
津
波
へ
の
対
応
は
、
ハ 

ー
ド
対
策
で
は
な
く
高
所

避
難
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

問　

原
子
力
セ
ン
タ
ー
構

想
の
実
現
を

答　

第
６
次
総
合
計
画
で

も
事
業
継
続

 

問　

本
村
の
誇
り
あ
る
政

策
で
あ
る
原
子
力
セ
ン
タ 

ー
構
想
は
、
第
６
次
総
合

計
画
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
か
。

答　

最
先
端
科
学
が
集
積

す
る
本
村
の
特
性
を
生
か

し
て
、
原
子
力
人
材
育
成

確
保
協
議
会
を
中
心
に
原

子
力
関
連
企
業
雇
用
の
育

成
、
新
産
業
の
創
出
や
若

手
研
究
者
へ
の
支
援
、
サ

イ
エ
ン
ス
講
座
な
ど
の
開

催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

村
むら

上
かみ

　孝
たかし

　議員

問 原電の防潮堤に係る津波対策は

答 ハード的対応ではなく避難誘導を

津波対策は防潮堤のみならず
村内の橋も重要

一

般

質

問
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な

ど
緊
急
時
に
は
、
村
と
し

て
の
広
報
の
姿
勢
が
問
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。

答　

対
策
本
部
会
議
で
決

定
し
た
内
容
は
、
秘
書
広

報
課
が
一
元
的
に
情
報
発

信
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
は
、
号
外
チ
ラ
シ

の
発
行
や
コ
ン
ビ
ニ
・
金

融
機
関
等
で
の
情
報
周
知

を
行
う
な
ど
、
よ
り
多
様

な
手
段
を
用
い
て
、
き
め

細
か
く
対
応
し
て
い
る
。

問　

マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
は
、
住
民
広

報
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

し
か
し
、
３
月
・
４
月
は

東
海
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
に
関
す
る
記
事
が
ほ
と

ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

答　

当
時
の
対
策
本
部
は
、 

公
共
施
設
の
臨
時
閉
館
や

イ
ベ
ン
ト
自
粛
が
議
論
の

中
心
で
あ
り
、
村
の
広
報

媒
体
の
活
用
で
足
り
る
と

判
断
し
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の

情
報
提
供
が
少
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
村
が
妊
婦
や
医

療
機
関
に
備
蓄
マ
ス
ク
を

積
極
的
に
提
供
し
た
事
実

な
ど
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
情

報
提
供
し
つ
つ
住
民
に
広

く
周
知
を
図
る
べ
き
で
あ 

っ
た
。
今
後
は
、
即
時
性

の
高
い
新
聞
報
道
を
意
識

し
た
効
果
的
な
情
報
発
信

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

新政とうかい

越
お

智
ち

　辰
たつ

哉
や

　議員

問 新聞報道を活用した住民広報を

答 即時性の高い新聞報道を意識する

新聞報道も住民広報の有効な手段

　３常任委員会で報告書をまとめ、去る５月 14
日の臨時会で報告しました。正・副議長がしっか
りと受け止めて村長に委員会報告書を提出。村長
のリーダーシップに期待します。

新型コロナウイルス対策を求める
� 委員会報告書を提出しました

委員会報告書
・ワンストップ総合相談窓口の開設
・不用額を精査し、村独自の対策事業
のための財源に充当

・感染者の差別等に対する風評対策

・衛生資材の備蓄・供給体制の確保
・テイクアウト・デリバリー助成券の
拡大

・動画配信等健康づくり

・飲食店・小売店等に対する村独自の
給付金交付

・失業や休業等により減収した家庭へ
の支援

・給食納入業者等に対する支援

総
　
　
務

建
設
産
業

文
教
厚
生

Point

一

般

質

問
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期　日 時　間 内　容

９月１日（火） 午前10時～ 開会

９月９日（水） 午前10時～ 一般質問

９月10日（木） 午前10時～ 一般質問

９月11日（金） 午前10時～ 一般質問

９月14日（月） 午前９時～ 予算決算委員会

期　日 時　間 内　容

９月15日（火） 午前９時～ 予算決算委員会

９月16日（水） 午前９時～ 予算決算委員会

９月18日（金） 午前10時～ 予算決算委員会

９月25日（金） 午前10時～ 議案審議

※日程は変更になる場合があります。

月定例会日程 （予定）

イ
モ
ゾ
ー

 

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　 

と
学
ぼ
う

16No.

議
会
の

豆
知
識

議会における 感染症対策議会における 感染症対策

いもジイ

　新型コロナウイルスの感染拡大への対応として「新しい生活様式」
の実践が求められています。
　今回は、議会における感染症対策についてご紹介します。

議場内に入る人は、執行部、議員はもちろんのこと傍聴者に対しても、
マスクの着用をルール化しました。

議場ではマスクを着けるの？

一般質問の質問者に限っ
ては、質問する際にマスク
を取り外すことを認めまし
た。

マスクをして大変じゃない？

一般質問のときには、１人の質疑が終わるごとに
３分程度の休憩を挟んで、その間に議場内の換
気と質問席の消毒を実施しました。

議場の「３密対策」は？

傍聴席については、ソーシャルディ
スタンスを確保するために１つ置きに
座るようにしました。

傍聴人数は制限したの？

議　会　報
編集委員会

委　員　長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　植木　伸寿
委　　　員　　大名美恵子　　越智　辰哉　　河野　健一　　阿部　功志　　三上　修

表紙写真の紹介 聴傍 から
はじめよう！

どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越し
ください。（受付は30分前から）

９

　 村 立 東 海 病 院 に て、
フェイスガードとマスク
をして看護師が食事を提
供しているようす。新型
コロナウイルス感染症対
策にしっかりと取り組み
ながら、村民の命を守る
医療従事者の皆様に感謝
と敬意を表します。


